
復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します

いわて復興応援団 検索

知って、買って、食べて、行って応援！
登録無料

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

首都圏等にお住まいの方を対象に、応援団員（個人）と応援団（法人及び団体）の登録を募集
しています。登録者には岩手県の復興の取り組みや観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　師走も半ばを過ぎ、降った雪も溶けることなく山々を白く飾
りはじめた今日この頃。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。
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がんばろう！岩手　つながろう！岩手

会場の様子

　11月 21日 ( 土 ) から 11月 23日 ( 月・祝 ) までの 3
日間、トヨタ自動車のショールームMEGA WEB（メガ
ウェブ：東京都・江東区）でココロハコブプロジェクト
「いわてフェスタ＠MEGA WEB」が開催されました。
　ココロハコブプロジェクトは、トヨタ自動車グループ
・関係会社による被災地支援活動の一環で東日本大震災
津波からの復興を目的としたもの。今回は、岩手県の魅
力や復興の現状と取組をより多くの人に知ってもらおう
と企画されました。
　会場内のMEGAステージでは、岩手県を代表する郷土
芸能「盛岡さんさ踊り」をはじめ、「鬼剣舞」、「早池峰岳
（たけ）神楽」等が披露され、多くの人を魅了しました。
　また、MEGAスクエアでは、「“おでんせ！” 岩手県ブ
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江東区

　平成 27年 5月 4日（月）、ユネスコ世界遺産委員会の
諮問機関であるイコモス（国際記念物遺跡会議）は、釜
石市の「橋野鉄鉱山・高炉跡」等を含む「明治日本の産
業革命遺産」を世界遺産への登録が適当であると勧告し
ました。
　「明治日本の産業革命遺産」は、幕末から明治時代にか
けて、日本の近代化に貢献した造船、製鉄・製鋼、石炭
産業の重工業分野の産業遺産群。福岡県北九州市の「官
営八幡製鉄所」や軍艦島として知られている長崎県長崎
市の「瑞島（はしま）炭鉱」等を含む 8県 11市にまた
がる 23の資産から構成されており、「橋野鉄鉱山・高炉
跡」は、現存する日本最古の洋式高炉跡として、「明治日
本の産業革命遺産」の施設の１つです。
　今後はイコモスの勧告を踏まえ、資産の名称を「明治
日本の産業革命遺産 製鉄・鉄鋼、造船、石炭産業」とし、

「いわて復興インデックス報告書（第 16回）」のデータから

岩手県職員募集案内 検索詳しくは

サンマの振る舞い

職種区分 採用予定
人員 主な勤務先 主な職務内容

一般事務 ４７人
程度

県の機関に配属される場合
出先機関（広域振興局等）又は本庁
市町村に派遣される場合
宮古市、陸前高田市、大槌町、山田町の４市町

・復旧、復興に係る補助事業等に関する業務
・許認可、その他一般事務
・窓口業務、国民健康保険、生活再建相談、
  税務、用地取得・補償、その他一般事務

総合土木 ３８人
程度

県の機関に配属される場合
主に沿岸地区の出先機関（広域振興局等）又は本庁

市町村に派遣される場合
宮古市、陸前高田市、大槌町、田野畑村の４市町村

・公共土木施設（防潮堤、港湾、漁港、漁場、
  道路、河川、水道等）の災害復旧工事等に
  係る設計、積算、発注、工事監督等
・公共土木施設等（道路、上下水道、漁港等）
  の復旧に係る設計、積算、発注、工事監督等

建　　築 ２人程度 市町派遣のみ 宮古市、山田町の２市町 ・建築確認等業務
・公共施設の設計、積算、発注、施工監理

　沿岸被災 12市町村を中心とした本県の復旧、復興の現状や
その推移を把握するためのデータを定期的に取りまとめている
「いわて復興インデックス報告書」。
　今回は、第 16回（平成 27年 11月 20日発表）結果から、
主なデータを紹介します。

災害公営住宅の進捗率：38％

災害公営住宅整備事業における建設予定戸数 5,771 戸（県整備
2,784 戸、市町村整備 2,987 戸）に対する進捗率は 38％。

暮らし 完成戸数：2,216 戸
（県整備 1,049 戸、市町村整備 1,167 戸）

（平成 27年 9月 30日現在）

産地魚市場水揚量：67.0％

前年同期間比では 4.5％減となっている。これは、サンマとスル
メイカの水揚げが著しく不調であることが主な要因となっている
と見られる。

44,406 トン
（年度累計：平成 27年 4月～平成 27年 9 月）

なりわい
（産業）

（３年平均比）

まちづくり（面整備）の進捗率：20％

宅地供給予定区画数 8,064 区画に対する進捗率は 20％。

完成区画数：1,626 区画
（平成 27年 9月 30日現在）

安全

＊平成 26年 9月末　完成戸数 899戸・進捗率 16％

検索いわて復興インデックス詳しくは
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応募総数364作品の中から最優秀作品として選ばれた岩間壮太君（小学 5年生）
の作文「震災から 4 年と半年（感謝を忘れない）」を原作に「未来のカケラ」を
短編映画化！ 2月には、岩手県・宮城県・福島県で上映会開催。

東北を元気にする作文「わたしたちのふるさと、10年先の物語」
最優秀賞に岩間壮太君、短編映画化決定！

●政府広報オンライン特集サイト 　http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko_susumotion/ 
●ショートショート フィルムフェスティバル & アジアHP内特設ページ　 http://www.shortshorts.org/susumotion/

大槌町

　平成 27年 10月 31日（土）、「復
興の現場見学会」（主催：岩手県）が
行われ、久慈地域や二戸地域の住民
28人が参加しました。
　見学会は、東日本大震災津波の記
憶と教訓の風化を防ぐとともに、復
旧・復興状況を住民に理解してもら
うことを目的に行われたもので、昨
年度に引き続き今回で 2回目。
　参加者は、まず、城内（じょうな
い）地区高台団地（野田村）を見学。
同団地では、自力再建住宅 20戸、災

害公営住宅 54戸の計 74戸（区画面
積 330㎡／戸）が整備されており、
年度内の完成を目指しています。
　続いて、国道 45号線を起点に三陸
沿岸道路（仮称）野田インターチェ
ンジに接続する延長約 1.5kmの新し
い県道・野田山形線（野田村）の整
備の様子を見学。現在は、地盤改良
と盛土工事が進められており、平成
29年度の開通を目指しています。
　三陸沿岸道路（普代～久慈）の国
道45号宇部トンネル（久慈市）の工

事現場では、参加者はトンネル内を
徒歩で見学。幅 12ｍ、延長 446ｍの
宇部トンネルは掘削工事が完了して
おり、平成 28年 3月の完成を目指
しています。
　最後に、平成 27年 4月 26日（日）
に本格オープンした小袖海女センタ
ー（久慈市）を見学し、現場見学会
は終了しました。
　参加者は、「トンネル工事等、なか
なか見ることができない現場を見せ
て頂いた。少しずつ確実に元通りに
戻ってきていて、今まで以上に良い
感じになっている。」と見学会の感想
を述べました。

ース」が設けられ、岩手県の物産品の販売ブースとあわ
せて、復興に向けた取組を紹介するブース、世界遺産で
ある「平泉」や「橋野鉄鉱山」を紹介するブース等が展
開されました。
　他にも、トヨタ自動車東日本岩手工場（金ヶ崎町）で
生産されているハイブリット車「AQUA（アクア）」に、
岩手県の工芸品である浄法寺塗りで塗装したエアロパー
ツを装着した特別車の展示や、製造過程を見ることがで
きる「バーチャル工場見学」コーナーも設置されました。
　11月 22日（土）には、大船渡市から運ばれた “サン
マ” 1,000 匹が来場者に振る舞われる等、岩手県の復興
状況や元気な姿を発信できるイベントとなりました。

ココロハコブプロジェクト「いわてフェスタ＠MEGA WEB」開催

ココロハコブプロジェクト
「いわてフェスタ＠MEGA WEB」開催

披露された「鬼剣舞」 展示された特別車「AQUA」

制作発表会
（写真提供：（株）NTTアド）
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被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

編集・印刷：シナプス

岩手県の被害状況 平成27年 11月 30日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,125 人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,166 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 78億 2,058 万円（16,637 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

▶義援金受付状況　約 184億 2,695 万円（92,327 件）
▶寄付金受付状況　約 197億 1,175 万円（7,536 件）

　平成 27年 11月 22日（日）、東日本大震災津波で壊
滅的な被害を受けた宮古市田老地区で、高台移転団地の
造成が概ね完成したこと等を記念した「田老まちびらき
記念式（主催：宮古市）」が同地区の特設会場で開催され、
地域住民ら約 300人が出席しました。
　同地区では、高台への防災集団移転事業として三王（さ
んのう）団地（約 25.5 ヘクタール）に、161区画の宅
地を造成。土地区画整理事業（約 19ヘクタール）では、
約 2ｍかさ上げし、180区画の宅地を整備しました。
　式典で山本正徳宮古市長は、「宮古市に住んでいること
を誇りに思える街を共につくり上げたい。」と復興に向け
た決意を述べました。
また、田老第一中学
校３年の西川竜斗さ
ん（15）は、「住民の
防災意識を高め、津
波のことを後世へ語
り継ぎ、田老ととも
に生きていきます。」
と誓いました。

平成27年 11月 30日現在

陸前高田市出身。
岩手大学工学部建設環境工学科で土木について学び、
平成 24年 4月に宮城建設株式会社（本社・久慈市）
に入社。
「2級土木施工管理技士」の資格を持ち、現在は、現
場代理人として復興事業に携わるなど、女性技術者
として活躍中。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情
熱を注いでいます。連載「未来のさんりくびと」
では、毎号、復興への熱い想いを秘めた若者を
紹介していきます。
第 50回目は、小笠原 千尋さんを紹介します。

小笠原さんからのひと言：
インフラ整備で
岩手を支える !!

震災をきっかけに県内就職を決意

宮城建設株式会社
現場代理人
小笠原 千尋

（おがさわら ちなみ）さん

場を担当している野田村では順調に復興が進ん
でいると思います。規模の違いもあると思いま
すが、地元の陸前高田市は盛土している状況で、
県内でも復興が早い所と遅い所があると感じて
います。しかし、工事をする立場からみると時
間がかかることも分かるのでもどかしい気持ち
もあります。」と話します。

建設を通して地域貢献へ

　大学で土木の勉強をし、建設業への就職活動
をしている時は、特に就職地にこだわりのなか
った小笠原さん。東日本大震災津波をきっかけ
に、“就職するなら県内” と決意。現在は、久慈
市に本社を置く建設会社に就職し、復興の最前
線で活躍しています。
　復興の印象について小笠原さんは、「私が現

　小笠原さんが働く会社では震災をきっかけに、
太陽光発電パネルと蓄電池を社屋に設置し、災
害時の停電に備えると同時に、避難住民の受け
入れに対応した電源システムを導入しています。
　「現在、売電用に太陽光発電をしている所が
4ヶ所あり、特定規模電気事業者に売電をして
いますが、今後、久慈市内に電気を供給できる
ようにすることで電気の地産地消ができるので
はないかと考えています。」と、建設業を通した
地域貢献への抱負を述べました。
　復興を進める現場に従事すると同時に、今後
の地域防災へ期待が寄せられます。

宮古市の会場に飾られた「田老夢灯り」
（写真提供：宮古市）

【次回のいわて復興だよりについて】次回は 1月 15日号の発行を予定しています。

陸前高田市

陸前高田市

　平成 27年 11月 29日（日）、東日本大震災津波の復
興道路として整備が進められている三陸沿岸道路の「吉
浜道路」が開通し、現地で開通式が開催されました。
　開通式には、石井啓一国土交通相や達増知事をはじめ
地元住民ら約 300人が出席。石井国交相は「復興道路や
復興支援道路の一日も早い全線完成を目指し事業に努め
ていく。」と挨拶しました。
　「吉浜道路」は、大船渡市三陸町越喜来（おきらい）の
三陸インターチェンジから越喜来高架橋（584m）、吉浜
トンネル（1,644m）、吉浜高架橋（延長 373m）を経て、
同市同町吉浜の吉浜インターチェンジを結ぶ自動車専用
道路で、全長 3.6km。
　急こう配と急カーブが
続く国道 45号線と比べ
て、所要時間が 10分か
ら 4分に短縮。地域産業
や観光産業の振興、大規
模災害時の緊急輸送道路
としての幅広い効果が期
待されます。誓いを述べる西川竜斗さん（写真提供：宮古市）

三陸沿岸道路「吉浜道路」が
開通しました

開通した「吉浜道路」

新たな街の誕生　
「田老まちびらき記念式」が開催されました

　「万里の長城」と呼ばれる二重防潮堤を擁する田老地区
は、津波防災のまちとして前進し、今後宅地整備の完成
により、住宅再建が促進されることが期待されます。

宮古市

関係者によるテープカットやくす玉
開披、地元の親子三代が人力車で渡り初めをするなど、
待望の道路開通を祝いました。

大船渡市


